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17)歯 の 色調選択 に関す る研 究

-院 内生 によ るシェー ドセ レクシ ョン-

○竹内 操,山 田 聡,影 山 勝保,鎌 田 政善

(奥羽大 ・歯 ・歯科補綴)

【は じめ】 我 々は平成19年 度 よ り臨床実習 の一
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部に色調選択実習を導入 している。今回その実習

内容を紹介するとともに,実 習中に行った院内生

によるシェー ドセレクシ ョンの結果について報告

する。

【方 法】 対象は,奥 羽大学歯学部第5学 年臨

床実習生で,平 成19年 度 が36名,平 成20年 度が

39名 である。実習 は5～8人 程度の少人数のグ

ループで行った。

平成19年 度実習 では,ま ずは じめに,簡 単 な

解説を行い,次 に実際の色調選択体験 として,一

人ずつ被選択者になって残 りのグループメンバー

か ら上顎右側中切歯 をビタ社製の2つ のシェー ド

ガイ ドを使用 して色調選択 してもらった。つづい

て同じ歯 を松風社製色彩計シェー ドアイを用いて

測色 してもらい,最 後に実習に対する感想の自由

記載で終 えた。

平成20年 度は使用するシェー ドガイ ドをビタ

パ ンクラシカルを主 とし,グ ループ全員でデ ィス

カッシ ョンしなが らの色調選択 と,総 括デ ィス

カッションを加えた。

【結 果】 院内生が選択 したシェー ドはかな り

ば らつ く結果 となった。クル ープの選択結果 と

シェー ドアイの選択結果が一致 したものは,約

1/4で あった。

【まとめ】平成19年 度 から臨床実習に導入 した

色調選択実習は概ね好評であるが,実 際の臨床の

場で色調選択を行 う機会は少なく,現 状では実習

効果が直接実感出来にくいと考 えられるため,な

ん らかの工夫が必要 と感じられた。
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